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（臨床研究に関するお知らせ） 

 

埼玉病院では、下記の臨床研究を実施しております。この研究で検体や情報を利用する

ことを希望しない場合は、研究対象から除外いたしますので、末尾の【問い合わせ先】に

ご連絡ください。なお、この研究に参加している他の方の個人情報や、研究の知的財産等

は、お答えできない内容もありますのでご了承ください。 
 

【研究課題名】子宮頸部円錐切除術における電気メスおよびレーザーメスの

周術期成績および病理学的評価に関する後方視的比較検討 

【研究代表責任者】産婦人科 倉橋崇 

【研究の背景】 

子宮頸部円錐切除術は、子宮頸部上皮内病変および子宮頸部上皮内腺癌（AIS）に対す

る標準的治療です。当院では従来の電気メスによる術式からレーザーメスによる術式へ

移行しました。 

レーザーメスは出血低減などの利点が期待される一方、熱変性による病理診断への影

響が懸念されています。 

 

【研究の目的】 

本研究では両術式の周術期成績および病理学的評価を比較し、より安全で適切な手術

方法の確立に役立てることを目的とします。 

 

【研究の方法】 

●対象となる患者さん 

2023 年 1 月 1 日から 2025 年 12 月 31 日までに当院で子宮頸部円錐切除術を施

行された患者さんを対象とします。 

●研究期間：研究機関の長の許可日から 2027 年 12 月 31 日まで 

●利用する試料・情報 

 試料：本研究では人体試料（血液、組織等）は使用しません。 

情報： 診療の過程で取得された既存の診療情報のみを利用します。電子カルテ、手術

記録、病理診断報告書等を用いた後方視的観察研究です。 

収集する情報は以下のとおりです。 

* 年齢 

* 経産回数 

* 術前診断 

* 使用デバイス（電気メスまたはレーザーメス） 

* 手術時間 



* 術中出血量 

* 術後出血の有無 

* 最終病理診断 

* 断端陽性の有無 

* 断端評価不能の有無 

* 術後細胞診結果 

* その他研究に必要な診療情報 

【研究組織】 

独立行政法人国立病院機構埼玉病院 

【試料・情報の管理】 

研究に利用する情報は研究用 ID を付与し、個人を直接特定できる情報を削除したうえ

で解析します。 

対応表は研究責任者が厳重に管理し、外部へ提供することはありません。 

研究成果は学会発表や論文等で公表する場合がありますが、個人が特定されることは

ありません。 

 

【問い合わせ先】 

国立病院機構埼玉病院 

産婦人科 倉橋崇 

電話 048-462-1101   


